
 

文京区と国際バカロレア機構との覚書（仮訳） 

文京区（以下「甲」という。）と国際バカロレア機構（以下「乙」という。）は、

教育分野における協力を推進するため、次のとおり覚書（以下「本覚書」という。）

を締結する。 

 

（目的） 

第１条 本覚書は、文京区立幼稚園、認定こども園、小学校及び中学校の幼児、

児童及び生徒が好奇心を育み、世界を理解し、及び持続可能な社会及び平和な

世界に貢献するために必要な能力を習得する環境を、相互の協力を通じて構

築することを目的とする。 

 

（協力事項） 

第２条 甲及び乙は、前条の目的を達成するため、以下の事項について協力し、

連携するものとする。 

⑴ 教員研修の実施 

⑵ 前項に規定するものの他、双方が合意する目的達成に資する取組 

２ 前項に規定する事業の実施に必要な事項については、甲及び乙が別途協議

の上で決定する。 

 

（機密保持） 

第３条 甲及び乙は、本覚書に基づく事業の実施において知り得た、一般に公開

されていない機密情報を開示せず、また他の目的に使用しないものとする。 

また、本覚書は、知的財産権の交換を意味するものではないものとする。甲及

び乙の知的財産権は、それぞれに帰属し、いずれも他方の知的財産権（商標、

ロゴ、名称を含む）を、事前の書面による同意なく宣伝資料に使用する権利を

有しないものとする。 

２ 前項の規定は、本覚書の有効期間が終了した後も存続するものとする。 

 

（有効期間及び終了） 

第４条 本覚書の有効期間は、覚書締結の日から３年間とする。 

２ 期間満了日の９０日前までに、甲又は乙が別段の意思表示を行わない場合

は、本協定は更に１年間更新されるものとし、以後においても同様とする。 

３ 甲又は乙のいずれかが本覚書の解約を希望する場合は、解約予定日の９０

日前までに書面をもって相手方に通知することにより本覚書を解約できるも

のとする。 



 

 

（その他） 

第５条 第２条に定める事項に加え、甲及び乙は、第１条に定める目的を達成す

るために、相互協力に関するその他の事項についても積極的に検討するもの

とする。 

２ 本覚書に定めのない事項または解釈上の疑義が生じた場合には、甲及び乙

が協議の上で適切な対応を決定するものとする。 

３ 甲及び乙は、第３条、第４条及び本条に定める規定を除き、本覚書は法的拘

束力を有するものではなく、甲及び乙のいずれにもいかなる法的義務を課す

ものではないことを理解するものとする。 

 

 

本覚書の締結を証するため、本書を２通作成し、甲及び乙がそれぞれ署名の上、

各１通を所持するものとする。 
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